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  一般社団法人 

  第三者社会基盤 技術評価支援機構・北海道 

  HITEST 

         

平成 27 年度 第 10 回総会議事次第 

 

日 時：平成 27 年 9 月 4 日（金）15：30～ 

場 所：北海道大学 学術交流会館 第 3会議室 

 

司 会：志村 和紀 

 

代表理事挨拶 

議題： 

事務局報告 

1. 平成 26 年度総会議事録 

2. 平成 26 年度理事会および報告 

3. HITEST セミナー報告 

4. 委員会報告 

5. その他 

 

審議事項 

1. 平成 26 年度事業報告及び決算、監査報告 

2. 平成 27 年度事業計画及び予算（案） 

3. 平成 27 年度技術倫理指導員資格試験応募要項 

   （第２回 理事会 審議事項２） 

4. 技術倫理指導員活動状況について 

5. その他 
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第 9 回定時社員総会議事録 
 

 

平成 26 年 9 月 2 日午後 15 時 30 分より、札幌市北区北 8条西 5丁目 北毎道大学学術交流会館第
3会議室において、定時社員総会を開催した。 
 

議決権のある当法人社員数 30 人   総社員の議決権の数 30 個 
  

出席社員数        25 人    この議決権の総数 25 個 
(うち委任状による者 15 人) 

 
出席理事 佐伯 昇（議長兼議事録作成者） 
同 鮎田耕一            同 神谷光彦 
同 大沼博志            同 清水康行 
同 佐藤馨一            同 長谷川和義 
同 杉本博之            同 三上 隆 
同 松岡健一            同 鈴木輝之 
同 杉山隆文            同 加賀谷誠一 
同 白石 悟            同 嵯峨 浩 
同 上田 多門           同  
同                 同  
同  

出席監事 堀口 敬 
同 麻田徹正   

 
定刻、代表理事 佐伯 昇は、定款の規定により議長席に着き、定時総会は適法に成立したので、開

会する旨を宣し、直ちに議事に入った。 
 
 
 

第１号議案 第 9期(平成 25 年 7月 1日～平成 26 年 6月 30 日)事業報告、 
貸借対照表、損益計算書及び余剰金処分案承認、並びに、次期事業計画 
案、収支予算案承認の件 

 
議長は、当期における事業報告書、貸借対照表、損益計算書、社員資本等変動計算書及び余剰金処分

案を提出するとともに、これらの書類について、監事から調査の結果いずれも適正な表示である旨の監
査報告書を受領している旨を述べて議場に提示し、事業報告書のとおり報告するとともに、上記計算書
類の内容につき、概要の説明を行った。 
引き続き、次期第 10 期における事業計画案および収支予算案を議場に提示し報告・概要説明を行っ

た。 
議長は、これら計算書類の承認を議場に諮ったところ、いずれも満場異議なく承認可決された。 
 
 
第２号議案 理事及び監事選任の件 
 
議長は、当法人の理事 20 名および監事 2 名は、本総会集結の時をもって全員任期満了し、うち、理

事上浦正樹、嵯峨 浩、余湖典昭は、一身上の理由により再任を辞退したい旨の申出があった事を説明
した。 
この後、推薦会議において推薦された、次期理事 17 名（現任理事 17 名）および監事 2名の候補者を、

当法人の理事および監事とする事の可否につき各候補者ごとに議場に諮ったところ、賛成多数により、
次の者を当法人の理事および監事とすることを決定した。 
なお、現に出席した被選任者は、それぞれ即時に就任を承諾した。 
 
理事  鮎田耕一  上田多門  大沼博志  神谷光彦  岸 德光 
    佐伯 昇  佐藤馨一  清水康行  杉本博之  長谷川和義 
    松岡健一  三上 隆  大島俊之  鈴木輝之  杉山隆文 
    加賀谷誠一 白石 悟 

（以上 17 名重任） 
監事  麻田徹正（重任） 志村和紀（新任） 
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平成 26年度 理事会 

 

 

 

第２回 理事会 

 

 

日時  4月 22日（水） 17：30～19：00 

場所  北大工学部 A151教室 

出席者 佐伯昇、長谷川和義、鈴木輝之、三上隆、松岡健一、 

佐藤馨一、杉本博之、清水康之、白石悟 

 

 

審議事項 

１、技術倫理指導員認定 認定委員会委員長 佐藤馨一 

       平成 26年度技術倫理指導員資格認定試験結果の報告があった（別紙 審議事項１）。 

佐藤委員長に再任をお願いした。 

２、平成２７年度技術倫理指導員応募要項 

       別紙参照（審議事項２） 

３、平成２７年度HITEST 総会の日程 

  平成２７年９月４日（金） 15：30～ 

  北大学術交流会館 第３会議室 

       総会の日程が承認された。 

４、セミナー、市民講座の開催 

１、セミナー 10月 2日（金）13：00～17：00 

北大学術交流会館 第１会議室 

懇親会 

２、市民講座 

（１）11月 26日（木）18：00～20：00 北大学術交流会館 第３会議室 

（２）12月 1日（火）18：00～20：00 北大学術交流会館 第３会議室 

（３）12月 18日（金）18：00～20：00 北大学術交流会館 第３会議室 

（４）12月 24日（木）18：00～20：00 北大学術交流会館 第３会議室 

       セミナー、市民講座の日程が承認された。 

５、公益社団法人の移行の進捗状況 

       監査より会計がかなり難しいことが報告された（別紙 審議事項５）。 

６、北海道大型構造物（トンネル）の予防保全と長寿命化修繕計画検討委員会の承認の確認 

       平成 26年度の当委員会は確認し承認した。（別紙 審議事項６） 

平成 27年度も継続して行う予定なので承認の願いの提案をした。 

７、その他 

 

 

 

 



審議事項１ 

 

 

平成 27年 3月 23日 

 

第 3回（平成 26年度）技術倫理指導員資格認定試験結果について 

 

HITEST試験管理局  

 

応募要項に従い平成 26 年 10 月より募集が始まり、講習会を経て論文評価試験、口頭試

問により審査された受験者 5名のうち、次の 3名を合格とした。 

 

1.  合格者 

●上級技術倫理指導員受験番号 

２６－０１S   

２６－０３S   

２６－０５S   

 

 

 

 

2.  認定を行った者は次のとおりである。 

認定委員 

  鮎田 耕一   前北見工業大学長 

加賀屋 誠一  室蘭工業大学・理事・副学長 

  岸 徳光    釧路工業高等専門学校長 

  佐藤 馨一   北海道商科大学・教授 

  白石 悟    北海道工業大学・教授 

  杉本 博之   北海学園大学・教授 

  中村 浩士   弁護士 

  古屋 温美   室蘭工業大学・CRDセンター・准教授 

  三上 隆    北海道大学・理事・副学長 

試験委員 

  伊藤 昌勝   一般社団法人 技術士リングネット・理事長 

  佐伯 昇    一般社団法人 HITEST・代表理事 

  杉本 博之   北海学園大学・教授 

  須藤 靖彦   北海道建設部技術士会前会長 

  長谷川 和義  北開水工コンサルタント先端技術開発センター所長 

  古屋 稔    土木学会特別上級土木技術者         （あいうえお順） 

   



審議事項２ 
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平成27年度 

技術倫理指導員資格試験 応募要項 

 

申込書受付期間： 平成２7年10月8日（木）～12月25日（金）（当日消印有効） 

※試験会場の都合により，定員になり次第受付を締め切りますのでＨＰで 

申込状況をご確認の上お申し込み下さい。 

資 格 区 分：一般技術倫理指導員：I，上級技術倫理指導員：II 

※ I と II の併願及び複数会場での受験はできません。 

応募対象者 ：一般技術倫理指導員：I 

Ａ要件 を有する者：技術士補、JABEE認定の大学等を卒業した者ある 

いはこれらに相当の者、詳しくは技倫指要綱の

5条参照 

上級技術倫理指導員：II 

Ｂ要件を有する者：技術士、大学等の技術倫理の教育者あるいはこ

れらに相当の者、詳しくは技倫指要綱第5条参照 

面接試験   

試 験 地 ：札幌市，室蘭市，北見市（今回は札幌市のみ） 

対 象 者 ：I，II 

日   時 ：平成28年 2月16日 （火） 

定   員 ：20 名 

 

 

 

一般社団法人 第三者社会基盤技術評価支援機構･北海道 
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「技術倫理指導員資格制度」について 

１．技術倫理指導員資格制度の背景と目的について 

（社）第三者社会基盤技術評価支援機構・北海道（以下「HITEST：ハイテスト」という。）

は，各学協会等に規定されている技術者倫理規定および平成16年に公布された公益通報者

保護法などを俯瞰すると，豊かで安心な社会を創るために、自然環境、災害、エネルギー、

インフラなどに対して技術倫理を嚆矢として、サステイナブルで心の豊かさを追求する地

域社会、企業、大学を創造することが必要と考えます。技術倫理指導員はこの目的に向かっ

て学び、研修し、力を結集することによってこれらの諸問題を支援解決しようとするもので

あります。技術倫理指導員の実務的活動によって新しい社会の構築に貢献します。新たな分

野の開拓と新たな活動の場の創造が期待されます。 

 

２．技術倫理指導員の資格及び定義 

本制度における資格は一般技術倫理指導員（以下，「一般技倫指導員」又は試験区分Ⅰと

いう）及び上級技術倫理指導員（以下，「上級技倫指導員」又は試験区分Ⅱという）の 2資

格とし，一般及び上級技倫指導員とは「技術倫理指導員資格制度要綱」の第 4条に規定する

資格試験に合格し，同第 7条又は第 8条に規定する登録を行った者を言います。また，資格

者は希望の実務経験，実務訓練（以下，実務的経験等）に参加し、社会に貢献する機会を設

けます。この規定は別に定めます。 

一般及び上級技倫指導員の定義は以下の通りです。 

① 一般技倫指導員： 技術者倫理に関して必要な技術的専門知識と講習会の受講など 

 の実務的経験を有する者 

② 上級技倫指導員： 技術者倫理に関して高度な技術的専門知識と豊富な実務的経

験を有する者 
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3．手続きフロー 

 

募

集

期

間 

募  集 
平成27年10月8日（木）～12月25日（金） 

HITESTホームページ http://hitest.sakura.ne.jp/ 

▼ 

受験申込み 
受験申込書／業務経歴証明書 

振込金受領書控え（コピー） 

審 

 

査 

 

期 

 

間 

 

▼ 
論文提出     

面接試験の通知 
平成28年1月12日(火)      ※１ 

面接試験の1カ月前 受験票の送付 

▼ 

面接試験(口頭試問) 
平成28年2月16日（火）      ※２ 

論文口頭試問／面接試験 

▼ 

合格発表 
平成28年3月頃 HITESTホームページで番号を発表 

合格者へ合格証の送付      ※３ 

登

録

期

間 

▼ 

資格登録 
資格試験合格の日から3年以内に登録 

登録申請書／振込金受領控え（コピー） 

▼ 

資格認定 登録証の交付 

※１ 論文試験の合格は100点満点として、一般技倫指導員で40点以上、上級技倫指導員で60点以上取得 

する必要がある。 

※２ 面接試験の合格は100点満点として、一般・上級技倫指導員とも60点以上取得する必要がある。 

※３ 病気等で面接試験のみ欠席の場合、申し出により当認定委員会の承認を受ければ面接試験を次年度 

１回のみ延期することができる。 

 

4．技術倫理指導員資格の登録者の有効期間 

対象者 発効日 失効日 

初めて登録する者 登録日 
当該試験の合格日以降の直近の４月

１日から起算して３年後の４月１日 

更新により登録する者 登録日 
登録申請日以降の直近の４月１日か

ら起算して３年後の４月１日 

※今回の試験に合格して登録された方の登録の有効期限は，平成３１年３月３１日までとなります（登録

の失効から１年間については 第8条４により再登録できる）。 

※有効期間内にHITESTの指定する資格更新講習会（仮称）を受講することにより，登録を更新することが

できます。更新する際の資格要件および講習会の詳細については，改めてHITESTホームページで公表しま

す。 
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「技術倫理指導員」の受験手続き等について 
 

１．受験申込書等の受付について  

１）受付期間 

平成27年10月8日（木）～12月25日（金） <当日消印有効> 

※試験会場の都合により，定員になり次第受付を締め切りますので，ＨＰで申込状況を 

ご確認の上お申し込み下さい。 

２）送り先 

所定の日までに下記へ受験申込書類および技術倫理推進論文を郵送して下さい。 

〒061-1424 恵庭市大町1-5-1 

 HITEST 試験監理局   佐伯 昇 

３）提出書類等 

受験申込書等は，HITESTホームページ（http://hitest.sakura.ne.jp/）から 

入手して下さい。 

① 受験申込書 

・写真貼付（６ヶ月以内撮影，正面，無帽，無背景，スナップ不可） 

② 業務経歴証明書 

・業務経歴証明書は，現在所属する機関（所属していた直近の機関）で証明 

を受けてから提出して下さい。所属機関が無い場合は近過去の業務、現況

を記載してください。なお，記載内容が事実と異なると認められた場合

は，合格・登録が取り消されることがありますのでご注意下さい。 

③ 受験手数料（消費税込み） １５，０００円 

・銀行振込み：振込金受領書の控え（コピー）を同封して下さい。 

振込手数料は受験者の負担となります。 

振込銀行：北洋銀行 本店営業部 

口座番号：（普）２１８０７５６ 

口座名義：一般社団法人 第三者社会基盤技術評価支援機構・北海道 

④ 技術倫理推進論文  

論文数：Ⅰを受験の場合２つ，Ⅱを受験の場合３つ 

形式： A4用紙で１論文につき１枚（1000字程度、横40x縦25行、10.5ポイ

ント） 

内容： HITESTが開催した講習会等の内容およびこれまでの技術倫理に関す

る経験を基に、技術者として技術倫理を推進していくための具体的

実務計画（教育面、企業内、一般社会、報道等を対象）の提案論文 

提出期限：技術倫理推進論文は平成28年1月12日（火）までにHITEST試験監 

理局宛に送付下さい。 

 

http://hitest.sakura.ne.jp/
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２．受験票の送付について 

・面接試験の受験資格を満たすと認められる方には，受験番号，試験日時，会場，注意事

項等を記載した「受験票」を返送します。なお，この「受験票」は，受験番号等を確認

後，大切に保管し面接試験当日に持参して下さい。 

・ 面接試験の受験資格を満たしていないと認められる方には，その旨を文書で連絡しま

す。その場合，面接試験は受験できません。なお，受験手数料は返還いたしませんの

で，受験資格を十分確認して下さい。 

・試験日の１ヶ月前までに受験票が届かない，又は紛失した場合は，速やかにHITEST事務

局：shimura@eng.hokudai.ac.jp，または試験監理局：Fa50331245@aol.comまで確認をして

下さい。 

 

３．合格後の登録について 

・合格後には、技倫指要綱の第３章に規定されている資格登録、有効期間および更新を 

参照してください。 

・更新のための資格登録料と講習会費用は別途定めます。 

・試験合格者に対して、合格通知書に資格登録の説明書、様式を同封します。 

・登録された技術倫理指導員については指定の実務経験等に参加する場合、実費を支給し

ます。 

 

４．講習会について 

・技術倫理指導員の受験者、および資格の更新者に対してHITESTが講習会を開催します。

講習会の開催についてはHITESTのHP（http://hitest.sakura.ne.jp/）に掲載されま

す。 

 

５．その他 

問い合わせはHITEST事務局か試験監理局にお願いいたします。 

 

 

 

mailto:shimura@eng.hokudai.ac.jp
mailto:Fa50331245@aol.com
http://hitest.sakura.ne.jp/


1

50

( 50

審議事項５
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札幌市北区

北海道恵庭市

北海道

調査研究、人材育成、資格認定、情報交換連携事
業、公共事業の第３者からの検討調査

企業内研修支援

一般社団法人　第三者社会基盤技術評価
支援機構・北海道
佐伯昇

北海道公益法人
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社会基盤に係るリスクに対する調査研究の情報を人々に認知してもらうための事業

科学技術倫理に係る人材育成と指導員資格認定事業

社会基盤に係る先端技術および技術倫理の企業研修、講習会等の開催事業



( )

公１：社会基盤は経年劣化、災害などの損傷によってリスクが進む。これらを公的資金あるいは法人資
　　　金等によって、第３者委員会を設置し、安全性確保、保全などのための調査研究を行い、これら
　　　の情報を人々と共有するため、市民講座、セミナー等を開催する事業を行う。

公２：科学技術によって人々の安全、福祉、健康を最優先するためには、倫理的思考なしでは、将来の
　　　子供達の環境をサスティナブルで長寿命化強靭化の社会を構築することは難しい。技術倫理の教
　　　育研修等を行い、人材育成とともに技術倫理指導員の資格認定事業を行う。

17

第４条

国土、特に社会基盤の安全と健全性の保全を図るために、技術力および技術倫理力の向上を図り、こ
れらの情報を一般市民と共有し協働の精神を養うことを目的とする事業である。

資格付与

社会基盤を保全するには、技術力に加え技術倫理力が
必要である。これを推進させるために技術倫理指導員
の資格を認定する。社会基盤の保全は一般市民の利益
を確保するものである。



講座、セミナー、育成

市民講座は一般市民を対象に社会基盤の状況、問題点な
どの情報を伝達する。セミナーは社会基盤の専門性など
を取り入れながら情報を伝達し、協働を行うための素養
を育う。

調査、資料収集

社会基盤に係る問題について北海道の委託および学識
経験者の要請を受け、専門委員会を設置して、第三者
からの視点で調査、情報収集にあたる。



)

収１ 企業研修 第４条４

対象企業の職員、技術員等を対象に社会基盤に関する先端技術、技術倫理等の研修を技術倫理指
導員を主体に行い研修料を徴収する。



審議事項６ 

 

仮称）北海道大型構造物（トンネル）の予防保全と長寿命化修繕計画検討委員会 

 

１．はじめに 

北海道が管理するトンネルやアンダーパス、シェッド、シェルターなどの大型構造物（以下

大型構造物）は、トンネルで約 119 箇所、アンダーパスで約 20 箇所、シェッド・シェルター

で約 160箇所あり、多くの大型構造物が昭和 40 年代～平成始めにかけて建設されています。

特にトンネルについては、建設後 50 年を経過するものは、現在は約 4%程度ですが、10 年後

には約 16%、20年後には約 26％と増加していくことから今後、増大が見込まれる構造物の修

繕・架替えに要する経費に対し、可能な限りの維持管理やコスト縮減、平準化への取り組みが

必要不可欠となります。 

北海道では、大型構造物に対しては、これまでの事後保全を中心とした管理を行ってきまし

たが、今後は、定期点検を行いながら予防保全による維持管理へ転換するために大型構造物の

長寿命化修繕計画（仮称）を策定し、さらに道路交通の安全・安心に努めていきたいと考えて

います。 

 

 

 

２.北海道の大型構造物の維持管理の課題 

北海道の管理する橋梁では、全道約 5,100 橋ある橋梁を平成 14年から順次 5年に 1度に橋

梁点検を行っており、今年度で 3 巡目の点検を行っています。また、平成 22 年には橋梁を合

理的かつ効率的に維持管理することで安全で円滑な交通を確保するとともに、維持管理コスト

の縮減や平準化を図っていくことを目的に有識者で構成する公共土木施設検討委員会を設置

し、「北海道橋梁長寿命化修繕計画」を作成しました。 

このような橋梁の維持管理を行っている中、大型構造物については、点検を平成 18 年から

点検要領を改定しながら点検を行い、変状が確認されたのち、詳細調査を行い対策の検討を行

っていますが、今後は、限られた予算の中で、効率的な維持管理のために長期的な視点に立っ

て計画的な補修・更新を行っていく必要があります。 

 

３.北海道の大型構造物長寿命化修繕計画策定の方向性について 

構造物の長寿命化策定を行うためには、将来の予測を行うことが必要であり、「北海道橋梁長

寿命化修繕計画」では、経年的に橋梁の状態が変化すると考えられる変状に対しては標準的な

劣化曲線を設定することを検討しています。しかし、トンネルなどの大型構造物は、通行車両

の荷重により変状が進むものではなく、計算や解析で劣化の予測を行うことは困難であること

やトンネルはこれまで定期的な点検が行われておらず、劣化の進行を検討するに十分な点検結

果がないということなどから、現段階では、劣化予測は、2 巡目以降の点検結果が蓄積された

後の課題としたい。 



審議事項６ 

 

４.業務概要 

今年度は、大型構造物のうちトンネルについての修繕計画の方向性を検討する。修繕計画案

策定の業務を進めていくにあたり、学識経験者による専門的な検討を加え、修繕計画案に反映

したいと考えています。 

① 修繕の基本的な方針 

② 北海道の地勢・気象などの地域特性や構造特性 

③ 修繕内容 

④ 設置状況（変状程度、重要度）に応じた優先順位 

 

５.業務名（北海道より委託） 

夕張岩見沢線外 地道債 3交安Ａ工事大型構造物修繕計画策定 

 

６.委員会活動期間（発注期間） 

平成 27年 1月 20日～平成 27年 3月 20日 

 

７.委員会開催予定（計 3回予定） 

第 1回 平成 27年 1月 30日（金）：初回委員会、大型構造物長寿命化修繕計画の概要確認 

第 2回（平成 27年 2月 20日未定）：大型構造物長寿命化修繕計画の方向性 

第 3回（平成 27年 3月 20日未定）：大型構造物長寿命化修繕計画の内容確認 

 

８.委員構成 

・委員長 ：三上 隆 （北海道大学理事・副学長 HITEST専務理事） 

・委 員 ：佐伯 昇 （北海道大学名誉教授 HITEST代表理事） 

伊東 佳彦（独立行政法人土木研究所寒地土木研究所 地質研究監） 

河村 巧 （岩田地崎建設株式会社 技術部長 HITEST技術倫理指導員） 

阪 豊彦 （伊藤組土建株式会社土木本部副本部長 HITEST技術倫理指導員） 

・オブザーバー:中尾 英樹（北海道建設部道路課道路計画グループ 主幹） 

鷲尾 亨 （北海道建設部道路課道路計画グループ 主査） 

小倉 正三（北海道建設部道路課道路計画グループ 主任） 

佐竹 利人（北海道札幌建設管理部 舗装係長） 

吉田 直樹（北海道土木設計株式会社） 

和田 隆宏（北海道土木設計株式会社） 

 



3. HITEST セミナー報告 

 

一般社団法人 第三者社会基盤 技術評価支援機構・北海道：HITEST 

９周年記念セミナー 

 

インフラの長寿命化と国土強靭化を支える新たな展開 

（土木学会認定継続教育(CPD)プログラム） 

 

日 時：平成 26 年 11 月 7 日(金) 13:00～17:00 

主 催：HITEST（第三者社会基盤 技術評価支援機構・北海道） 

場 所：北海道大学学術交流会館 第１会議室 

札幌市北区北 8 条西 5 丁目 （TEL 011-706-2141） 

後 援：公益社団法人土木学会北海道支部，一般社団法人建設コンサルタンツ協会北海道支部， 

公益社団法人日本コンクリート工学会北海道支部，北海道コンクリート診断士会， 

公益社団法人日本技術士会北海道本部，北海道土木技術会コンクリート研究委員会 

参加費：3,000 円(資料代) 

申込先：参加を希望される方は、お手数ですが①氏名、②所属、③連絡方法（TEL, E-Mail 等）を御記

入の上、下記の事務局まで御申込下さい。なお、セミナー終了後、17:30 より北大構内「百年

記念会館」にて懇親会（参加費 2,000 円）を行います。こちらの出席も併せて御連絡下さい。 

連絡先：HITEST 事務局 〒060-8628 札幌市北区北 13 条西 8 丁目 

       北海道大学大学院工学研究院 環境機能マテリアル工学研究室 

志村和紀 （TEL:011-706-6180 E-mail: shimura@eng.hokudai.ac.jp） 

 

【プログラム】 

 

司  会： 大内 義仁  (HITEST 技術倫理指導員) 

開会の辞： 長谷川 和義  (HITEST 専務理事)                        13:00～13:15 

基調講演：「インフラの劣化と長寿命化」                          13:15～14:00 

杉本 博之  (北海学園大学 工学部長)                 

基調講演：「維持管理時代におけるインフラマネジメントのあり方」              14:00～15:00 

佐橋 義仁  (株式会社建設技術研究所 常務執行役員マネジメント事業部長) 

 

             休   憩                                   15:00～15:15 

 

話題提供：「長寿命化、国土強靭化への第一歩」 

①総括説明                   古屋 稔  (土木学会特別上級土木技術者(流域・都市)) 15:15～15:35 

②土木技術者の資格についての 阪  豊彦   (HITEST技術倫理指導員)               15:35～15:55 

現状と課題  

③女性のインフラへの進出      河村 巧    (HITEST技術倫理指導員)               15:55～16:15 

飯田 百合亜 (岩田地崎建設株式会社 技術部) 

④インフラの品質確保の手段   平川 幸三  (NPO ｲﾝﾌﾗﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究機構理事長)       16:15～16:35 

質疑応答：                                                                      16:35～16:50 

閉会の辞： 伊藤 昌勝  (一般社団法人 技術士リングネット理事長)               16:50～17:00 

参 加 者：100名程度 

mailto:shimura@eng.hokudai.ac.jp


■４、委員会報告

























5、その他 

 

現在委員会としてあるもの予定しているものとして 

１、技術倫理指導員資格認定委員会 

２、北海道大型構造物（トンネル）の予防保全と 

長寿命化修繕計画検討委員会がある 

 

提案委員会および部会について 

１、佐藤馨一理事が提案した JR北海道の再検討委員会の立ち上げを予定していたが、状況

を勘案した結果、状況をみている状態にある。 

２、技術および事務に関する情報処理・収集・伝達のための部会を作り技術および事務的処

理・管理をする。これを作ることを願いたい。 

３、他に委員会および部会を作りたいものがあれば提案してほしい。 

提供資金は理事会で決める。 

 

 



４、技術倫理指導員活動状況について 

 

技倫道場活動記録 

年 月日 名称 内容 

平成 26 年 7 月 2 日（水） 

16:00～18:00 

第 12 回技倫道場 市民講座内容、スケジュール検討 

 7 月 24 日（木） 

16:00～18:00 

企業内研修 

（安藤ハザマ） 

「職場におけるリスク管理」 

講師：佐伯昇、正岡久明 

 8 月 18 日（月） 

16:00～18:00 

第 13 回技倫道場 市民講座案内、募集について 

記念セミナー内容、講師依頼 

 9 月 16 日（火） 

16:00～18:00 

第 14 回技倫道場 市民講座資料作成 

募集状況 

 10 月 1 日（水） 

16:00～19:30 

第 15 回技倫道場 

 

市民講座段取り確認 

 10 月 3 日（金） 

18:00～20:00 

第１回市民講座 

 

｢岡崎文吉のﾐｼｼｯﾋﾟ川のﾖｰｶﾝﾌﾞﾛｯｸ｣ 

講師：浅田英祺氏 

 10 月 17 日（金） 

16:00～19:30 

第 16 回技倫道場 

 

市民講座段取り確認 

記念セミナー担当分け確認 

 11 月 6 日（木） 

18:00～20:00 

第２回市民講座 

 

｢自然エネルギーの宝庫“北海道”｣ 

講師：一ノ瀬宏昭氏 

 11 月 7 日（金） 

13:00～17:00 

HITEST9 周年記

念セミナー 

｢北国に見るインフラの新たな展望｣ 

－北の自然と人のロマン－ 

 12 月 1 日（月）

18:00～20:00 

第３回市民講座 

 

｢北極海航路を拓く｣ 

講師：川合紀章氏 

 12 月 22 日（月） 

18:00～20:00 

第４回市民講座 

 

｢ｻｹ･ﾏｽは何故、海と川を往復するか｣ 

講師：古屋 稔氏 

平成 27 年 4 月 20 日（月） 

16:00～18:00 

第 17 回技倫道場 新規指導員合格者顔合わせ 

 5 月 19 日（火） 

16:00～18:00 

第 18 回技倫道場 年間行事検討、意見交換 

 

 7 月 7 日（火） 

16:00～18:00 

第 19 回技倫道場 記念セミナーテーマ、講師選定 

 8 月 24 日（月） 

16:00～18:00 

第 20 回技倫道場 記念セミナー、市民講座内容検討 
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